




























































































































こうして BKS は観察・記録データのダイアド（Bernard & Killworth, 1977），トライアド
社会ネットワーク分析におけるデータ収集法の比較検討（山口 洋）
―１０８―
（Killworth & Bernard, 1979），クリーク（Bernard, Killworth & Sailer 1980）と，報告データのそ
れとの不一致を様々な形で指摘した。そして，報告データは観察・記録の代用品にはなりえ
ず，よって報告データからコミュニケーション構造を理解することはできない，と結論した。
BKS によれば，社会ネットワークは行動に基づいている。例えば，人物 AB 間の直接的な影
響関係や情報の流れは「A と B が話す」という行動の結果生じる。したがって，ネットワー
クを研究する際，本来観察されるべきは行動そのものだという。つまり BKS にとって，報告
データはあくまで観察・記録データの代用品であり，しかも極めて不完全な代用品なのであっ
た（Bernard, Killworth & Sailer 1980）。
（2）Freeman らの研究：同じく報告データと観察データの経験的比較に基づきつつ，BKS の
見方を批判するのが Freeman ら（Freeman & Romney 1987）である。Freeman らの批判の焦
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Brewer（1993）は，ある大学の大学院生集団（インフォーマント 15名，想起対象 41名）にお




















































母集団から標本集団を複数抽出することを提案する。さらに人物 AB 間の関係を A だけに尋










son と Nosanchuk（1983）は会員約 750人のブリッジクラブを対象に，ネットワークサンプ
リングの本格的な適用を試みた。この調査は Morgan と Rytina（1977）のいう良質の名簿や
対象者（募集でなく依頼）の協力的態度が得られず，困難を極めた。Erickson と Nosanchuk






























































































  その応用範囲は政治（高橋・大西編 1994），経済（安田 1996），労働（渡辺 1999），都市（松本編





 包括的リビューとしては Marsden（1990），Milardo（1992），Wasserman & Faust（1994）を
参照。
 注の安田（1997）の他には，大谷（1995 : 71−95頁），森岡編（2000 : 9−17頁）などを参照。
 企業間や国家間のネットワーク分析もある（安田 1997 : 16頁）。
 Marsden（1990）はネットワークのデータソースを①サーベイ調査・質問票，②既存資料（ar-










10段階に評定する方法が採られた。詳細は Bernard & Killworth（1977），Bernard, Killworth &
Sailer（1980）を参照。















 Ferligoj と Hlebec（1999）は多重指標分析を用いて各種の報告データの妥当性・信頼性を比較し
ている。
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